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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜患者様連絡事項＞

・中森　みや子様～本人様より希望あり、ナパゲルン軟膏2本処方となっています。

・佐藤　千砂子様～ケアマネと南風苑のスタッフ間でケア会議を南風苑にておこなうとのことで、5/25(水)10:00南風苑入所のため退院予定となっています。

・嶺岸　てい子様～5/21(土)14:00～15:00退院、「あおぞらクリニック」への初外来は6/6(月)10:00予定となっています。尚、本日CT検査後、胸水が溜まっていることが判明しています。退院時馬渡Drより説明を行うとのことですので、ご家族様来院時にDrへ連絡して下さい。退院時処方も済んでます。

・坂本　良雄様～食事摂取時のむせ込みと、それにともなって摂取量も減少傾向にあります。栄養チームへ相談しています。バランス・カロリー等検討し、変更案を提案していただくこととしています。

・田中　ナミ様～義歯調節のため、歯科受診してきましたが、これ以上の調整は困難との

ことです。家族様へ連絡し、義歯無しでもほぼ問題無く摂取出来ていま

すので、このまま経過を観察していくこととしています。次男様とも相

談してみるそうです。

・若松　高様～田名部Dr診察し、点滴が明日まで同内容で継続処方となっています。

・百澤　豊子様～本日左肩の内出血を発見し、レントゲン検査実施しています。疼痛の訴えあり、湿布薬処方となっています。伊藤DrにX-Pの結果見て見らっていますが、明らかな骨折は認められませんでした。明日、再度深澤Drへ報告してください。

・水越　直一郎様～本日10:15退院も、移動中車内での痰がらみひどく、退院先施設（妙水苑）到着後、訪問看護へ依頼し、吸引行ったとの報告を受けています。「妙水苑」では、月3回以上の吸引は実費となることもあり、系列の有料ホームへの入所へ変更の手続きをとります。その間の1週間のみ当院へ再入院の希望が聞かれ、明日14：30再入院予定となっています。外来、PSW、担当ケアマネへは情報提供済です。16:40再度　妙水苑より連絡あり、痰がらみがあり酸素飽和濃度の低下、発熱ある為、当院受診し入院希望あり、PSWで対応し、内科受診勧めています。肺炎等であれば明日の入院もキャンセルとなるので、その際は連絡もらう事としている。

・眞角　とせ様～経管栄養と一緒に混合している濃縮溶液のボトルは、中身を詰め替えて

　　　　　　　使用しますので、捨てないよう周知をお願いします。　

・其田　淑子様～本人様より下義歯の調整希望あり、甥様へ連絡していますが、連絡が取

　　　　　　　　　れない為、連絡取れ次第歯科（当院）受診の件、確認とり医事へ受

　　　　　　　　　診の依頼をして下さい。義歯はBユニットのステーションへ置いてま

す。

・三浦　佑子様～介護認定調査が5月27日16：00～の予定となっています。

・東　悦子様～死亡診断書に当院の名前が入っておらず、原本は家族様が持っていったた

め、問い合わせがきたら対応をお願いします。

＜伊藤Dｒ診察＞

· 沢田　三朗様～臨時薬同内容にて7日分処方あり。

· 竹園　卓夫様～臨時薬同内容にて6日分処方あり、以後定期となります。

· 松橋　ミネ様～臨時薬同内容にて6日分処方あり、以後定期となります。

· 七崎　武夫様～臨時薬がワーファリン、レミニールOD、エビリファイが増薬となり、7　

　　　　　　　　日分処方。また、5月26日朝食前に採血検査（至急）の指示でてい

　　　　　　　　ます。輸血後の感染症の検査も一緒に行います。

＜入院患者様＞

氏　　名：是川　次友様

生年月日：昭和8年3月20日

性　　別：男性

病　　名：レビー小体型認知症

入院形態：医療保護入院（当院1回目）

　主治医：深澤Dr

【経過】
H25.10月頃より幻視様の訴えが聞かれるようになった。H26.1月頃妻が死去。その後より単身生活を開始。同年6月頃より、幻視様の訴えが顕著、同年11月頃より、妄想が出現。かかりつけ医(きむらクリニック)より、認知症の鑑別診断を目的とした病院受診を勧められていた。H27.5月頃より本人も自身の異変を感じるようになり、はちのへ西脳神経クリニックを受診。頭部MRIやHDS-R等の各種検査を施行するが、脳梗塞の跡が見られたが、その他の異常所見は認められなかった。内服薬(認知症治療薬)が処方となったが、帰宅後本人が処方された薬をなくし、服用はしていなかった。相談者は東京在住であり、直接的な生活援助が困難な状態であることから認知症の鑑別診断、及び薬物治療を希望され本日受診し11:50南病棟Aユニット124号室へ医療保護入院となる。
※買い物カード有（医事へ依頼中）

※ＬＴセット【Bプラン-布パンツ】

※受け持ち　藤田Ns/石橋(清）CW

